
学校番号 T3006 

平成 31 年度 工業科  

 

教科 工業 科目 製図Ａ（ＨＳ） 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 302 機械製図 （７ 実教出版） 

副教材等 機械製図製図例 CAD データ集 DVD 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

製図の基礎、図面の役割、用具とその使い方、投影図、立体的な図示法等を学ぶ。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

製図に関する日本工業規格及び工業の各専門分野の製図に関する知識と技術を習得させ、政策図、

設計図などを正しく読み、図面を構想し作成する能力と態度を育てる。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

製図に関する事象

に関心をもち、意欲的

に探求する態度を身

につけようとする。 

 

製図に関する事象に

ついて、論理的に考え

たり、分析したりし

て、総合的に判断でき

る。また、その過程や

結果および考えかた

を的確に表現できる。 

製図に関する事象に

ついて理解し、読

図・作図の技能を身

につけている。 

製図に関する事象に

ついて、基本的な概

念や基礎的な知識を

理解し、身につけて

いる。 

評
価
方
法 

図面の出来映え・早さ

等にもとづいて評価

する 

② 欠果の場合も、補

習等を行い同じ枚 

数の作品を提出させ

ることを原則とする 

授業中の注意力・熱意

の程度で評価する。 

② 授業中の態度に

より評価する。 

図面の出来映え・早

さ等にもとづいて評

価する。 

平常テスト、製図ノ

ート等の課題で評価

する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第Ⅰ

章 

製
図
の
基
礎 

 

1 機械製図と規格 

 1 図面の役目と種類 

 2 製図の規格 

2 製図用具とその使い方 

 1 製図用具 

 2 製図用具の使い方 

3 図面に用いる文字と線 

 1 文字 

 2 線 

４ 基礎的な図形のかき方 

 １ 基礎的な作図 

 ２ 直線と円弧、円弧と円弧

のつなぎ方 

 ３ 平面曲線 

５ 投影図のえがき方 

 １ 投影法 

 ２ 投影図のえがき方 

６ 立体的な図示法 

 １ 等角図のえがき方 

 ２ キャビネット図 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

a: 製図の基礎に興味・関心を

持ち意欲的に取り組めてい

るか。 

b: 製図の基礎に関する正しい

思考・判断ができているか。 

c: 製図の基礎に関する課題が

正確に作成できる。 

d: 製図の基礎の意義や役割を

理解しているか。 

出席 

課題 

授業態度 

後
期 

第
２
章 
製
作
図 

1 製作図のあらまし 

 1 製作図 

 2 尺度 

 ３ 図面の様式 

 ４ 製作図のかき方と検図 

 ５ 図面の管理 

2 図形の表し方 

 1 図の選び方と配慮 

 2 断面図示 

 3 特別な図示法 

 ４ 線・図形の省略 

３ 寸法記入 

 １ 基本的な寸法記入法 

 ２ いろいろな寸法記入法 

 ３ 寸法記入についての留

意事項 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

a: 製作図に興味・関心を持ち

意欲的に取り組めているか。 

b: 製作図に関する正しい思

考・判断ができているか。 

c: 製作図に関する作品が正確

に作成できる。 

d: 製作図に関する知識を理解

しているか。 

出席 

作品 

授業態度 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 思考・判断・表現 

c:技能  d:知識・理解 

 

 



 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学校番号 T3006 

平成 30 年度 工業科  

 

教科 工業 科目 製図Ａ（ＨＳ） 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 302 機械製図 （７ 実教出版） 

副教材等 機械製図製図例 CAD データ集 DVD 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

製図の基礎、図面の役割、用具とその使い方、投影図、立体的な図示法等を学ぶ。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

製図に関する日本工業規格及び工業の各専門分野の製図に関する知識と技術を習得させ、政策図、

設計図などを正しく読み、図面を構想し作成する能力と態度を育てる。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

製図に関する事象

に関心をもち、意欲的

に探求する態度を身

につけようとする。 

 

製図に関する事象に

ついて、論理的に考え

たり、分析したりし

て、総合的に判断でき

る。また、その過程や

結果および考えかた

を的確に表現できる。 

製図に関する事象に

ついて理解し、読

図・作図の技能を身

につけている。 

製図に関する事象に

ついて、基本的な概

念や基礎的な知識を

理解し、身につけて

いる。 

評
価
方
法 

図面の出来映え・早さ

等にもとづいて評価

する 

② 欠果の場合も、補

習等を行い同じ枚 

数の作品を提出させ

ることを原則とする 

授業中の注意力・熱意

の程度で評価する。 

② 授業中の態度不

良は、減点すること  

ができる。 

図面の出来映え・早

さ等にもとづいて評

価する。 

平常テスト、製図ノ

ート等の課題で評価

する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
２
章 

製
作
図 

 

2 図形の表し方 

 1 図の選び方と配慮 

 2 断面図示 

 3 特別な図示法 

 ４ 線・図形の省略 

３ 寸法記入 

 １ 基本的な寸法記入法 

 ２ いろいろな寸法記入法 

 ３ 寸法記入についての留

意事項 

４ 公差・表面性状 

 １ 寸法公差 

 ２ はめあい 

 ３ 幾何公差 

 ４ 普通公差 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a: 図面の表し方に興味・関心

を持ち意欲的に取り組めて

いるか。 

b: 図面の表し方に関する正し

い思考・判断ができている

か。 

c: 図面の表し方に関する作品

が正確に作成できる。 

d: 図面の表し方の意義や役割

を理解しているか。 

出席 

作品 

授業態度 

後
期 

第
４
章 

機
械
要
素
の
製
図 

１ ねじ 

 １ ねじの基本 

 ２ ねじ製図 

 ３ ボルト・ナット・小ねじ・止

めねじ 

２ 軸と軸継手 

 １ 軸およびキー・ピン 

 ２ フランジ形軸継手 

 ３ 自在軸継手 

 ４ クラッチ 

3 軸受 

 １ 滑り軸受 

 ２ 転がり軸受 

 ３ 密封装置 

  

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a: ねじ・軸などの機械要素に

興味・関心を持ち意欲的に取

り組めているか。 

b: ねじ・軸などの機械要素に

関する正しい思考・判断がで

きているか。 

c: ねじ・軸などの作品が正確

に作成できる。 

d: ねじ・軸などの機械要素の

意義や役割を理解している

か。 

出席 

作品 

授業態度 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 思考・判断・表現 

c:技能  d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 

 

 

 

 



学校番号 T3006 

平成 30 年度 工業科  

 

教科 工業 科目 製図Ｂ（ＨＳ） 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 302 機械製図 （７ 実教出版） 

副教材等 機械製図製図例 CAD データ集 DVD 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

製図の基礎、図面の役割、用具とその使い方、投影図、立体的な図示法等を学ぶ。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

製図に関する日本工業規格及び工業の各専門分野の製図に関する知識と技術を習得させ、政策図、

設計図などを正しく読み、図面を構想し作成する能力と態度を育てる。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

製図に関する事象

に関心をもち、意欲的

に探求する態度を身

につけようとする。 

 

製図に関する事象に

ついて、論理的に考え

たり、分析したりし

て、総合的に判断でき

る。また、その過程や

結果および考えかた

を的確に表現できる。 

製図に関する事象に

ついて理解し、読

図・作図の技能を身

につけている。 

製図に関する事象に

ついて、基本的な概

念や基礎的な知識を

理解し、身につけて

いる。 

評
価
方
法 

図面の出来映え・早さ

等にもとづいて評価

する 

② 欠果の場合も、補

習等を行い同じ枚 

数の作品を提出させ

ることを原則とする 

授業中の注意力・熱意

の程度で評価する。 

② 授業中の態度に

より評価する。 

 

図面の出来映え・早

さ等にもとづいて評

価する。 

平常テスト、製図ノ

ート等の課題で評価

する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第Ⅰ

章 

製
図
の
基
礎 

 

1 機械製図と規格 

 1 図面の役目と種類 

 2 製図の規格 

2 製図用具とその使い方 

 1 製図用具 

 2 製図用具の使い方 

3 図面に用いる文字と線 

 1 文字 

 2 線 

４ 基礎的な図形のかき方 

 １ 基礎的な作図 

 ２ 直線と円弧、円弧と円弧

のつなぎ方 

 ３ 平面曲線 

５ 投影図のえがき方 

 １ 投影法 

 ２ 投影図のえがき方 

６ 立体的な図示法 

 １ 等角図のえがき方 

 ２ キャビネット図 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

a: 製図の基礎に興味・関心を

持ち意欲的に取り組めてい

るか。 

b: 製図の基礎に関する正しい

思考・判断ができているか。 

c: 製図の基礎に関する課題が

正確に作成できる。 

d: 製図の基礎の意義や役割を

理解しているか。 

出席 

課題 

授業態度 

後
期 

第
２
章 

製
作
図 

1 製作図のあらまし 

 1 製作図 

 2 尺度 

 ３ 図面の様式 

 ４ 製作図のかき方と検図 

 ５ 図面の管理 

2 図形の表し方 

 1 図の選び方と配慮 

 2 断面図示 

 3 特別な図示法 

 ４ 線・図形の省略 

３ 寸法記入 

 １ 基本的な寸法記入法 

 ２ いろいろな寸法記入法 

 ３ 寸法記入についての留

意事項 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

a: 製作図に興味・関心を持ち

意欲的に取り組めているか。 

b: 製作図に関する正しい思

考・判断ができているか。 

c: 製作図に関する作品が正確

に作成できる。 

d: 製作図の意義や役割を理解

しているか。 

出席 

作品 

授業態度 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 思考・判断・表現 

c:技能  d:知識・理解 

 



 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 
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平成 30 年度 工業科  
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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
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２ 学習の到達目標 
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設計図などを正しく読み、図面を構想し作成する能力と態度を育てる。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

製図に関する事象

に関心をもち、意欲的

に探求する態度を身

につけようとする。 

 

製図に関する事象に

ついて、論理的に考え

たり、分析したりし

て、総合的に判断でき

る。また、その過程や

結果および考えかた

を的確に表現できる。 

製図に関する事象に

ついて理解し、読

図・作図の技能を身

につけている。 

製図に関する事象に

ついて、基本的な概

念や基礎的な知識を

理解し、身につけて

いる。 

評
価
方
法 

図面の出来映え・早さ

等にもとづいて評価

する 

② 欠果の場合も、補

習等を行い同じ枚 

数の作品を提出させ

ることを原則とする 

授業中の注意力・熱意

の程度で評価する。 

② 授業中の態度不

良は、減点すること  

ができる。 

図面の出来映え・早

さ等にもとづいて評

価する。 

平常テスト、製図ノ

ート等の課題で評価

する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
２
章 

製
作
図 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実
技
演
習 

     

 

2 図形の表し方 

 1 図の選び方と配慮 

 2 断面図示 

 3 特別な図示法 

 ４ 線・図形の省略 

３ 寸法記入 

 １ 基本的な寸法記入法 

 ２ いろいろな寸法記入法 

 ３ 寸法記入についての留

意事項 

４ 公差・表面性状 

 １ 寸法公差 

 ２ はめあい 

 ３ 幾何公差 

 ４ 普通公差 

 

初期夕ＣＡＤ検定受験対策 

基礎製図検定受験対策 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

◎ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

a: 図形の表し方に興味・関心

を持ち意欲的に取り組めて

いるか。 

b: 図形の表し方に関する正し

い思考・判断ができている

か。 

c: 図形の表し方に関する作品

が正確に作成できる。 

d: 図形の表し方の意義や役割

を理解しているか。 

出席 

作品 

授業態度 

後
期 

第
３
章 

Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図 

３ 三次元 CAD 

 １ 三次元 CAD の基本機能 

 ２ 三次元 CAD の利用 

４ CAD 機械製図規格 

 １ CAD 製図における注意

事項 

 ２ CAD 製図に用いる線 

 

Solid Work での作図実習  

 基本課題２９問 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

a: ＣＡＤに興味・関心を持ち

意欲的に取り組めているか。 

b: ＣＡＤに関する正しい思

考・判断ができているか。 

c: ＣＡＤに関する作品が正確

に作成できる。 

d: ＣＡＤの意義や役割を理解

しているか。 

出席 

作品 

授業態度 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 思考・判断・表現 

c:技能  d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 

 

 



学校番号 T3006 

平成 30 年度 工業科  

 

教科 工業 科目 製図Ａ（ＨＳ） 単位数 4 単位 年次 4 年次 

使用教科書 302 機械製図 （７ 実教出版） 

副教材等 機械製図製図例 CAD データ集 DVD 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

製図の基礎、図面の役割、用具とその使い方、投影図、立体的な図示法等を学ぶ。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

製図に関する日本工業規格及び工業の各専門分野の製図に関する知識と技術を習得させ、政策図、

設計図などを正しく読み、図面を構想し作成する能力と態度を育てる。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

製図に関する事象

に関心をもち、意欲的

に探求する態度を身

につけようとする。 

 

製図に関する事象に

ついて、論理的に考え

たり、分析したりし

て、総合的に判断でき

る。また、その過程や

結果および考えかた

を的確に表現できる。 

製図に関する事象に

ついて理解し、読

図・作図の技能を身

につけている。 

製図に関する事象に

ついて、基本的な概

念や基礎的な知識を

理解し、身につけて

いる。 

評
価
方
法 

図面の出来映え・早さ

等にもとづいて評価

する 

② 欠果の場合も、補

習等を行い同じ枚 

数の作品を提出させ

ることを原則とする 

授業中の注意力・熱意

の程度で評価する。 

② 授業中の態度不

良は、減点すること  

ができる。 

図面の出来映え・早

さ等にもとづいて評

価する。 

平常テスト、製図ノ

ート等の課題で評価

する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
４
章 

機
械
要
素
の
製
図 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実
技
演
習 

 

４ 歯車 

 １ 歯車の基礎 

 ２ 歯車製図 

 ３ 平歯車 

 ４ はすば歯車とやまば歯

車 

 ５ プーリ・スプロケット 

 １ V ベルト伝動 

 ２ 歯付ベルト 

 ３ チェーン伝動 

６ ばね 

 １ ばね 

 ２ ばね製図 

 

初期夕ＣＡＤ検定受験対策 

基礎製図検定受験対策 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎

◎ 

a: 歯車・プーリー・ばねに興

味・関心を持ち意欲的に取り

組めているか。 

b: 歯車・プーリー・ばねに関

する正しい思考・判断ができ

ているか。 

c: 歯車・プーリー・ばねに関

する作品が正確に作成でき

る。 

d: 歯車・プーリー・ばねに関

する機械要素の意義や役割を

理解しているか。 

出席 

作品 

授業態度 

後
期 

第
３
章 

Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図 

３ 三次元 CAD 

 １ 三次元 CAD の基本機能 

 ２ 三次元 CAD の利用 

４ CAD 機械製図規格 

 １ CAD 製図における注意

事項 

 ２ CAD 製図に用いる線 

 

Solid Work での作図実習  

 基本課題２９問 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

a: ＣＡＤに興味・関心を持ち

意欲的に取り組めているか。 

b: ＣＡＤに関する正しい思

考・判断ができているか。 

c: ＣＡＤに関する作品が正確

に作成できる。 

d: ＣＡＤの意義や役割を理解

しているか。 

左記の観

点に基好

きづき、学

習のまと

まりごと

に評価す

る。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 思考・判断・表現 

c:技能  d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 

 

 


